
（４）広

（４）

（４

○通

を

○浦

○那

○南

一

○平

広域都市基

）－１ 道

４）－１－

通過する交

を目的に整

浦添北道路

那覇北道路

南風原バイ

一部開通済

平成 27 年 3

イ）那覇
臨港

エ）豊見城
・糸満

オ）小禄

第Ⅲ章 

基盤の動向の

道路・交通 

１ 2 環状

交通を迂回さ

備を実施 

・臨港道路

臨港道路若

パス・与那

、平成 30 年

3 月に豊見城

覇北道路・ 
港道路若狭港

城道路 
満道路

道路

｜ 嘉⼿納⾶⾏

の把握 

状７放射道路

させる環状機

路浦添線（沖

若狭港町線

那原バイパス

年度には全

城東道路が

港町線

出典：

⾏場より南の駐

路 

機能と集中

沖縄西海岸

（沖縄西海岸

スは、それ

全面供用予定

が、平成 28

ア）浦添北
臨港道

カ）豊見

沖縄次世代都

駐留軍⽤地の

中する交通を

道路）が平

岸道路）は

ぞれ平成 2

定 

年 3 月に糸

北道路・ 
道路浦添線

見城東道路

都市交通シス

の跡地利⽤に向

を分散させ

平成 30 年 3

は平成 30 年代

26 年 6 月、

糸満道路が供

ウ）与
バ

テム検討会資

向けた取組み

る放射機能

月 18 日開

代後半に完

平成 27 年

供用 

与那原・南風
バイパス

資料に一部加筆

みの整理 

能の強化

通 

完成予定 

年 7 月に

風原

筆 
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ア

＜

■

H

H

H2

H2

H

＜

道

区

延

設

車

標

ア）浦添北道

事業スケジ

浦添北道路

17.9.13 

18 年度 

20 年度 

22 年度 

30.3.18 

都

事

用

道路諸元＞

道路規格：

区間：

延長：

設計速度：

車線数：

標準横断面：

第Ⅲ章 

道路・臨港道

ジュール＞

路

都市計画決

事業化

用地着手

工事着手

開通

＞

■浦添北

第 1 種

宜野湾市

2km 

80km/h

2 車線 

｜ 嘉⼿納⾶⾏

道路浦添線

決定

北道路

第 3 級 

市字宇地泊～

h 

⾏場より南の駐

線（沖縄西海

■臨港

H14 年

H17 年

H22 年

H30.

～浦添市港川

駐留軍⽤地の

海岸道路）

港道路浦添

年度

年度

年度

3.18 

港湾

事業

用地

開通

■臨港道

川

第 4 種第

浦添市港

2.5km

60km/h

4 車線

の跡地利⽤に向

線

湾計画に位

業化

地着手・工

通

道路浦添線

第 1 級 

港川～浦添市

 

出典：南部国

向けた取組み

位置付け

工事着手

市西洲

国道事務所（

みの整理 

（H18.10）
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イ

＜

H2

H2

H

＜

道

延

事

設

車

計

標

）那覇北道

事業スケジ

25.4 

26 年度 

30 年代後半

道路諸元＞

道路規格：

延長：

事業区間：

設計速度：

車線数：

計画幅員：

標準横断面

第Ⅲ章 

道路 臨港道

ジュール＞

半 

都市計

事業化

完成予

＞

第 1 種第

約 2.2km

那覇市港

80ｋｍ/h

6 車線 

26.5m 

： 

｜ 嘉⼿納⾶⾏

道路若狭港町

計画決定

化

予定 ※完成

第 3 級 

m 

港町～那覇市

h 

⾏場より南の駐

町線（沖縄西

に向けた円

市若狭

駐留軍⽤地の

西海岸道路

円滑な事業実

の跡地利⽤に向

路） 

実施環境が整

出典

向けた取組み

整った段階

典：国土交通

みの整理 

階で確定

通省港湾局
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ウ

＜

■

H

H

※

＜

道

区

延

設

車

標

ウ）与那原バ

事業スケジ

与那原バイ

18.3～26.6

30 年度 

※H29.時点 

道路諸元＞

道路規格：

区間：

延長：

設計速度：

車線数：

標準断面：

第Ⅲ章 

バイパス・南

ジュール＞

イパス

6 一部開

一部開

全体用地進

＞

■与那原バ

第 4 種第

西原町字小

4,200m 

60km/h 

4 車線 

｜ 嘉⼿納⾶⾏

南風原バイ

開通済（暫定

開通予定（暫

進捗率約 98

バイパス

1 級 

小那覇～南風

⾏場より南の駐

パス（国道

■南

定）

暫定）

H16

H30

8% ※H

風原町字与那

駐留軍⽤地の

道 329 号）

南風原バイパ

6.5～H27.7

0 年度 

H29.3 時点

■南風

那覇

第 4 種

南風原

2,800m

60km/

4 車線

の跡地利⽤に向

 

パス

7 一部開通

一部開通

全体用地進

風原バイパス

種第 1 級 

原町字与那覇

m 

/h 

線 

出典：内

向けた取組み

通済（暫定

通予定（暫

進捗率約 98

ス

覇～那覇市

内閣府 沖縄総

みの整理 

・完成）

定）

8% 

上間

総合事務局
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エ

＜

■

H
H2
H2

＜

道

区

延

設

標

）豊見城道

事業スケジ

豊見城道路

18.2 
28.3 
29.4 

道路諸元＞

道路規格：

区間：

延長：

設計速度：

標準断面：

第Ⅲ章 

道路・糸満道

ジュール＞

路

2 車線、2.
4 車線供用

豊見城・糸

■豊見城

第 4 種第

豊見城市

4.0km 

60km/h

｜ 嘉⼿納⾶⾏

道路（国道

3km 供用

 
糸満道路の旧

城道路

第 1 級 

市瀬長～糸満

 

⾏場より南の駐

道 331 号 沖

■糸満

H23 
H29.3

旧道区間を

満市西崎

駐留軍⽤地の

沖縄西海岸道

道路

H2
完成

沖縄総合事

■糸満道

第 4 種第

糸満市西

3.4km

60km/h

出

の跡地利⽤に向

道路） 

23 開通（暫

成（4 車線供

事務局から沖

道路

第 1 級 

西崎～糸満

h 

出典：沖縄総合

向けた取組み

暫定・供用）

供用）

沖縄県へ移

市真栄里

合事務局記者

みの整理 

管

者発表資料
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オ

＜

H2

H2

＜

道

事

延

設

車

計

）小禄道路

事業スケジ

21 年度 

23 年度 

道路諸元＞

道路規格：

事業区間：

延長：

設計速度：

車線：

計画断面図：

第Ⅲ章 

路（国道 50

ジュール＞

都

事

＞

 

第 1 種第

那覇市鏡

5.7km 

80km/h 

4 車線 

｜ 嘉⼿納⾶⾏

06 号） 

市計画決定

業開始

第 3 級 

鏡水～豊見城

⾏場より南の駐

定

城市名嘉地

駐留軍⽤地の

地

の跡地利⽤に向向けた取組み

出典：沖縄総

みの整理 

総合事務局
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カ

＜

H

H2

＜

道

事

延

設

車

計

）豊見城東

事業スケジ

15.4・H20

26.3・H27

道路諸元＞

道路規格：

事業区間：

延長：

設計速度：

車線：

計画断面図：

第Ⅲ章 

東道路（国道

ジュール＞

0.3 

7.3 

２

4 車

＞

 

第 1 種第

豊見城市

6.2km 

80km/h 

4 車線 

｜ 嘉⼿納⾶⾏

道 506 号）

車線暫定開

車線開通

第 3 級 

市名嘉地～南

⾏場より南の駐

 

開通

南風原町山

駐留軍⽤地の

山川

の跡地利⽤に向向けた取組み

出典：沖縄総

みの整理 

総合事務局
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キ

＜

H2

H2

H2

＜

道

事

延

設

車

※

ク

＜

H

H

＜

事

延

ケ

＜

H2

＜

区

延

車

キ）南部東道

事業スケジ

23.4 

23.9 

27.8 

事業

都市

起工

道路諸元＞

道路規格：

事業区間：

延長：

設計速度：

車線：

垣花～知念

）那覇イン

事業スケジ

10.6 

11.12 

計画

調査

道路諸元＞

事業区間：

延長：

ケ）浦添拡幅

事業スケジ

27.12 

道路諸元＞

区間：

延長：

車線：

第Ⅲ章 

道路（地域高

ジュール＞

業着手（実

市計画決定

工

＞

第３種第

南風原町

～南城氏

8.3km 
60km/h 
4 車線（

念は調査区間

ンターアクセ

ジュール＞

画路線指定

査区間指定

＞

那覇市真

～南風原

3.4km 

出典

幅（国道 58

ジュール＞

車

※

＞

浦添市仲

約 2.0km

６車線⇒

｜ 嘉⼿納⾶⾏

高規格道路

実施設計等）

定

第２級

町字山川

氏玉城字垣花

（暫定 2 車線

間となってい

セス道路（

定

定

真嘉比

原町新川

典：沖縄総合事

8 号） 

線拡幅に向

用地である

ては、平成

仲西交差点付

m 

⇒８車線

⾏場より南の駐

路） 

花

線）

いる。

地域高規格

事務局

向けた測量開

る米軍牧港補

成 29 年度内

付近～城間

駐留軍⽤地の

格道路） 

開始

補給地区（

内の部分返還

間交差点付近

の跡地利⽤に向

キャンプ・

還を目指して

近

向けた取組み

出典：沖縄総

キンザー）

ている。

みの整理 

総合事務局

につい
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（４

○平

○嘉

○宜

○浦

○沖

○県

４）－１－

平成２４年

嘉手納バイ

宜野湾北中

浦添西原線

沖縄環状線

県道 24 号線

第Ⅲ章 

２ ハシゴ

度事業開始

パス（国道

城線 

4 車線化 

 

線バイパス 

｜ 嘉⼿納⾶⾏

ゴ道路 

始 北谷拡幅

道 58 号） 

⾏場より南の駐

幅（国道 58

駐留軍⽤地の

8 号） 

出典：沖縄

の跡地利⽤に向

縄次世代都市

向けた取組み

市交通システム

みの整理 

ム検討会資料
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ア）

＜事

H2

H2

H2

H2

＜道

区間

延長

車線

道路

全体

）北谷拡幅

事業スケジ

21 年度 都

24 年度 事

26 年度 工

28 年度 用

道路諸元＞

間：

長：

線数：

路幅員：

体事業費：

第Ⅲ章 

（国道 58

ュール＞

都市計画決定

事業化

工事着手

用地着手

北谷町

～宜野

4.5km

8 車線

50m

約 23

｜ 嘉⼿納⾶⾏

号） 

定

町浜川

野湾市伊佐

m 

線 

（標準部）

30 億円 

⾏場より南の駐

佐

駐留軍⽤地のの跡地利⽤に向

出典：南部国

向けた取組み

国道事務所（2

みの整理 

2009.12）
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イ）

＜事

S6

H6

H1

＜道

事業

延長

道路

車線

設計

）嘉手納バ

事業スケジ

2 年度 事

6 年度  用

14 年度 工

道路諸元＞

業区間：

長：

路規格：

線数：

計速度：

第Ⅲ章 

バイパス（国

ジュール＞

事業化

用地着手

工事着手

読谷村古堅

～嘉手納町

3.2km 

第 1 種第 3

4 車線 

60km/h 

｜ 嘉⼿納⾶⾏

国道 58 号

堅

町兼久

3 級

⾏場より南の駐

沖縄西海岸

駐留軍⽤地の

岸道路） 

の跡地利⽤に向向けた取組み

出典：沖縄総

みの整理 

総合事務局
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ウ）

＜事

H1
H2

＜道

事業

延長

幅員

車線

主要

）宜野湾北

事業スケジ

11 年度 
29 年度 

道路諸元＞

業区間：

長：

員：

線数：

要構造物：

第Ⅲ章 

北中城線（県

ジュール＞

事業着手

トンネル

北中城村

～北中城

2,570m 
30m 
4 車線 
トンネル

｜ 嘉⼿納⾶⾏

県道 81 号）

手

ル本体工事着

村安谷屋

城村渡口

ル 263m 

⾏場より南の駐

） 

着工

駐留軍⽤地のの跡地利⽤に向向けた取組み

出典：

みの整理 

：沖縄県 HP
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エ）

＜事

H1

Ｈ3

＜道

事業

延長

幅員

車線

）浦添西原

事業スケジ

19 年度 

30.3.31 

道路諸元＞

業区間：

長：

員：

線数：

第Ⅲ章 

原線（港川道

ジュール＞

事業着手

一部開通

浦添市城

1,550m 

30m 

４車線

｜ 嘉⼿納⾶⾏

道路 県道

手

通

城間～浦添市

⾏場より南の駐

38 号） 

市港川

駐留軍⽤地のの跡地利⽤に向向けた取組み

出典：

みの整理 

：沖縄県 HP
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オ）

＜事

H1

＜道

事業

延長

道路

幅員

車線

設計

 

 

）浦添西原

事業スケジ

15 年度 

道路諸元＞

業区間： 

長： 

路規格： 

員： 

線数： 

計速度： 

第Ⅲ章 

原線（県道 3

ジュール＞ 

事業着手

 

西原町嘉

1,026m 

第 4 種 1

幅員 30m

2 車線→

60km/h

 

｜ 嘉⼿納⾶⾏

38 号） 

手 

嘉手苅～西原

1 級 

m 

→４車線 

⾏場より南の駐

 

原町小那覇

駐留軍⽤地の

覇 

の跡地利⽤に向向けた取組み

出典：

みの整理 

沖縄県 HP
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カ）

＜事

H4

H2

＜道

事業

延長

道路

幅員

車線

主要

）沖縄環状

事業スケジ

4 年度 

25.3 

道路諸元＞

業区間：

長：

路規格：

員：

線数：

要構造物：

第Ⅲ章 

状線（県道 8

ジュール＞

事業着手

全線供用

北中城村

2,850m 

第 4 種 1

30m 

4 車線 

橋梁 3 橋

トンネル

｜ 嘉⼿納⾶⾏

85 号） 

手

用開始

村比嘉～沖縄

1 級

橋、

ル 259m 

⾏場より南の駐

縄市屋根

駐留軍⽤地のの跡地利⽤に向向けた取組み

出典：

みの整理 

沖縄県 HP

Ⅲ-48



キ）

＜事

H1

＜道

事業

延長

道路

車線

幅員

設計

）県道 24 号

事業スケジ

15 年度 

道路諸元＞

業区間：

長：

路規格：

線数：

員：

計速度：

第Ⅲ章 

号線バイパ

ジュール＞

事業着

北谷町

1,720

第 4 種

4 車線

32m 

50km

｜ 嘉⼿納⾶⾏

パス 

着手

町桑江～沖

0m 

種第 1 級

線 

m/h 

⾏場より南の駐

沖縄市南桃原

駐留軍⽤地の

原

の跡地利⽤に向向けた取組み

出典：

みの整理 

沖縄県 HP
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（４

○宜

を

ア）

市

ネ

な

道

市

沖縄

トワ

４）－１－

宜野湾市に

を形成、周

） 宜野湾

宜野湾市

市交通マス

ネットワー

中部縦貫

な骨格を形成

道路とのネ

市活力の創造

縄本島中南

ワーク 

第Ⅲ章 

３ 中南部

おいては

辺の既成市

市の将来道

市都市交通マ

タープラン

クを位置づ

道路及び宜

成するとと

ットワーク

造・向上が

南部都市圏都

出

｜ 嘉⼿納⾶⾏

部縦貫道路

「主要幹線道

市街地との連

道路ネットワ

マスタープラ

ンで位置づけ

づけている。

宜野湾横断道

もに、周辺

を構築する

が期待されて

都市交通マ

典：都市交通

⾏場より南の駐

・宜野湾横

道路」とし

連絡等の役

ワークによ

ランでは、上

けられた将来

 

道路は、「主

辺の既成市街

ることによ

ている。 

スタープラ

通マスタープラ

駐留軍⽤地の

横断道路 

して「主要幹

割を期待

る広域道路

上位計画で

来道路ネッ

主要幹線道

街地と連絡

り、地域振興

ランで位置づ

ラン・都市交

の跡地利⽤に向

幹線道路」

路の位置づけ

ある沖縄本

トワークを

路」として

することか

興への寄与

づけられて

通戦略（平成

向けた取組み

として新た

け 

本島中南部都

を踏まえ、幹

て、宜野湾市

から、その他

与をはじめと

いる将来道

成 24 年 3 月）

みの整理 

たな骨格

都市圏都

幹線道路

市の新た

他の幹線

とする都

道路ネッ

宜野湾市

一部加工
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（４

○観

○平

○現

パ

＜利

＜概

区間

延長

新駅

４）－１－

観光客の増

平成 26 年 1

現在、首里

（平成 31 年

パーク＆モ

利用者数の

概要＞

間：

長：

駅：

第Ⅲ章 

４ モノレ

加に伴い利

10 月から共

駅～沖縄自

年春の開業

ノライド、

経年推移＞

モノレール

首里駅～沖

4.1km 

4 駅（石嶺

｜ 嘉⼿納⾶⾏

レール延⻑

利用者も増加

共通 IC 乗車

自動車道西原

業目標）。モ

パーク＆バ

＞

ル延長は H3

沖縄自動車道

嶺駅、経塚駅

⾏場より南の駐

加 

車券を導入、

原インター

ノレールと

バスライド

31 開業目標

道西原イン

駅、浦添前田

駐留軍⽤地の

翌年 4 月か

付近の約 4

と高速道路の

） 

標 

ター付近

田駅てだこ

出典：沖縄次

の跡地利⽤に向

からバス 4

4.1km、4 駅

の結節点を整

浦西駅）

次世代都市交通

向けた取組み

事業者も導

駅を延長工事

整備（高速

通システム検

みの整理 

導入。 

事中 

速バス、

検討会資料
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（４

○定

度

○基

○自

た

○公

 

＜事

H2

H2

H2

H3

H3

H3

H3

区間

 

４）－１－

定時運行と

度を目途に

基幹バス導

自動走行技

た取組みも

公共車両優

事業スケジ

8～H30 

9 

9～H30 

30～H31 

31 

31～ 

33～ 

間： 

第Ⅲ章 

５ 基幹バ

利便性向上

基幹バスを

入を目指し

術などを活

実施。 

先システム

ュール＞ 

急行

（仮

基幹

第 2

基幹

段階

第 3

那覇

※平

｜ 嘉⼿納⾶⾏

バス 

上のため国道

を導入する構

し、急行バス

活用した沖縄

ム（PTPS）に

行バス実証実

仮称）沖縄次

幹バス導入の

段階バスレ

幹バス導入実

階的なバス網

段階バスレ

覇市～沖縄市

平成 27 年 2

⾏場より南の駐

 

道 58 号（那

構想。現在

ス実証実験

縄次世代都

に対応した

実験、バス網

次世代都市交

の検討 

レーン延長

実施、基幹バ

網再編実施

レーン延長

市（国道 58

月 2 日より

駐留軍⽤地の

那覇市～沖

は、バス専

、バス網再

市交通シス

車載器を設

網再編の検討

交通システム

バスへ ART

8 号） 

りバスレー

の跡地利⽤に向

縄市）にお

専用レーンの

再編に向けた

ステム（Oki

設置。 

討、PTPS 対

ム検討会発足

導入実施 

ンを延長 

向けた取組み

おいて、平成

の拡大等を調

た検討を実

nawa-ART）

対応車載器設

足 

 

みの整理 

成 31 年

調整中。 

施。 

に向け

設置 
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ルーート：

第Ⅲ章 ｜ 嘉⼿納⾶⾏⾏場より南の駐駐留軍⽤地の

出典：沖縄次

出典

の跡地利⽤に向

次世代都市交通

典：沖縄県警

向けた取組み

通システム検

HP（平成 28

みの整理 

検討会資料

年 8 月）
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（４

○鉄

機

○第

全

し

○2

町

ん

＜複

４）－１－

鉄軌道の構

機関と情報

第 8 回計画

全てのルー

して想定し

2018 年 3 月

町、沖縄市

んだ構想段

複数ルート

第Ⅲ章 

６ 鉄軌道

想段階にお

共有を図り

検討委員会

トで那覇～

ている。 

月、沖縄鉄軌

市、うるま市

階の計画書

の想定構造

出典：沖

｜ 嘉⼿納⾶⾏

道 

おける計画案

りながら、段

会までに想定

～宜野湾間を

軌道計画検

市、恩納村を

書案をとりま

造＞

沖縄鉄軌道計画

⾏場より南の駐

案づくりは

段階的に検

定されるル

を通り、国道

討委員会は

を経由して

まとめてい

画案づくり HP

駐留軍⽤地の

、2014 年 1

討を実施。

ートとして

道 58 号また

は、那覇市か

て名護市に至

る。 

P（第５回沖縄

の跡地利⽤に向

0 月より県

 

て、７案をと

たは国道 33

から浦添市

至る推奨ルー

縄鉄軌道技術検

向けた取組み

県民や市町村

とりまとめて

30 号を導入

、宜野湾市

ートなどを

検討委員会資

みの整理 

村、関係

ており、

入空間と

市、北谷

を盛り込

資料より）
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＜ＣＣ派生案（

第Ⅲ章 

推奨ルート

｜ 嘉⼿納⾶⾏

ト）＞

⾏場より南の駐駐留軍⽤地の

出典：お

の跡地利⽤に向

おきなわ鉄軌道

向けた取組み

道ニュース（

みの整理 

（第７号）
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（４

○那

○那

す

○那

大

○そ

 

 

那
第

那覇
クル
総合

４）－１－

那覇空港滑

那覇バスタ

するため、

那覇港では

大型化に対

その他自治

那覇空港 
第二滑走路 

港 
ーズ船 第
物流センタ

那覇バス 
ターミナル

第Ⅲ章 

７ その他

滑走路増設事

ーミナル：

バスターミ

は、岸壁の拡

応 

体による実

２バース 
ー（Ⅰ期） 

ル

｜ 嘉⼿納⾶⾏

他 

事業は、平成

安全・快適

ミナル地区の

拡張整備、新

実験等を実施

⾏場より南の駐

成 32 年 3 月

適な街づく

の再開発事

新たなクル

施している

出典：沖縄

駐留軍⽤地の

月末の供用に

りの一環と

業が進めら

ルーズバース

。 

次世代都市交

の跡地利⽤に向

に向けて整

として交通結

られている。

スの確保な

交通システム検

向けた取組み

整備を着実に

結節点機能

 

どにより寄

検討会資料に

みの整理 

に推進 

能を強化

寄港増・

一部加筆 
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ア

＜

・

・

・

・

・

ア）那覇空港

概要＞

那覇空港滑

工事着手は

発着回数は

※ヘリコプ

滑 走 路 

埋立面積

第Ⅲ章 

港第二滑走路

滑走路増設事

は平成 26 年

は年間約 5 万

プター及び深

： 長さ

： 約１６

｜ 嘉⼿納⾶⾏

路 

事業は、平

年 1 月 

万回増加す

深夜離発着

２，７００

０ｈａ

⾏場より南の駐

平成 32 年 3

する見込み

着機は含まず

ｍ× 幅 ６

出典

駐留軍⽤地の

月末の供用

（13.5 万回

ず

６０ｍ （現

：那覇空港プ

の跡地利⽤に向

用に向けて整

／年→ 18.

現滑走路の１

プロジェクト H

向けた取組み

整備を着実

.5 万回／年

１，３１０

HP（沖縄総合

みの整理 

実に推進

年）

ｍ沖合）

合事務局）
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イ

＜

・

・

・

平

面

道

そ

施

）那覇バス

概要＞

安全・快適

ナル地区の

都市活動、

バスターミ

平成 15 年 4

面積：約 4.5

道路：区画街

その他： 歩

施設：事務所

第Ⅲ章 

スターミナル

適な街づく

の再開発事業

都市生活を

ミナルは 1 階

月 都市計

5ha（うち、

街路（市道旭

歩行者環境の

所・ホテル・

｜ 嘉⼿納⾶⾏

ル

りの一環と

業が進めら

を支えるた

階部分。平

計画決定

バスター

旭町 6 号線

の利便を図

自治会館・

⾏場より南の駐

して交通結

れている。

ための業務、

平成 30 年度

ミナル約 1

線、区画道路

図るためペデ

・南部合同庁

駐留軍⽤地の

結節点機能を

商業、宿泊

度開業予定。

1.28ha・17

路１号線）

デストリアン

庁舎・事務所

の跡地利⽤に向

を強化する

泊等多様な

7 バース） 

ンデッキを

所・店舗・住

出典：旭

向けた取組み

ため、バス

都市機能を

適宜配置

住宅 76 戸

計画平面

旭橋再開発株式

みの整理 

スターミ

を導入

・駐車場

面図

ｲﾒｰｼﾞ

式会社 HP
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ウ

＜

・

・

・

・

・

ウ）那覇港総

概要＞

生活・産業

物流の高度

業の集積を

PFI 法に基

整備主体：

事業期間：

施設概要

第Ⅲ章 

総合物流セン

業関連貨物の

度化を図る

を図る総合物

基づく貸付

那覇港管理

平成 25 年

：3 階建、

出典：

｜ 嘉⼿納⾶⾏

ンター（Ⅰ

の集貨・創貨

とともに、

物流施設と

（維持管理

理組合

年度～平成

 専有区画面

完成予想

那覇港総合物

 那覇港管理組

⾏場より南の駐

期） 

貨を促進す

流通加工等

して整備す

理・運営型 P

30 年度（H

面積 約 3.2

想図

物流センター基

組合の取り組

駐留軍⽤地の

ることによ

等の新たな価

するもの。

PFI）を行

H26 実施設

2ha マルチ

基本設計報告

組み（那覇港総

の跡地利⽤に向

より取扱貨物

価値を生み

う。平成３

設計、H27～

チテナント

書（平成 25 年

総合物流セン

向けた取組み

物の増加を

み出す付加価

０年度供用

～30 建設工

ト型

年度那覇港管

ター整備・運

みの整理 

目指し、

価値型産

用予定

工事）

管理組合）

運営事業）
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エ

＜

・

・

・

）那覇港ク

道路諸元＞

岸壁の拡張

平成 28 年

開き、同組

地区西側と

バースの長

第Ⅲ章 

クルーズ船第

＞

張整備、新た

年 3 月、那覇

組合が計画す

とすることを

長さ：約 43

｜ 嘉⼿納⾶⾏

第 2 バース

たなクルーズ

覇港管理組

する新たな

を決定。

30m を想定

⾏場より南の駐

ス 

ズバースの

組合は、那覇

なクルーズ船

定（世界最大

駐留軍⽤地の

の確保などに

覇港長期構想

船バース（岸

大級の 22 万

出典：沖縄次

の跡地利⽤に向

により寄港増

想検討委員

岸壁）の建

万トン級クル

次世代都市交通

向けた取組み

増・大型化

員会の第４回

建設位置を新

ルーズ船）

通システム検

みの整理 

に対応。

回会合を

新港ふ頭

検討会資料
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オ）

＜概

・モ

・期

・運

・ル

・モ

）沖縄県 

概要＞

モノレール

期間：平成

運行日：平

ルート：モ

モノレール

第Ⅲ章 

モノレール

ル首里駅から

成 27 年 1 月

平日のみ（土

ノレール首

ルと首里駅琉

｜ 嘉⼿納⾶⾏

ル・バス乗り

ら「首里駅琉

19 日（月

土日祝祭日は

首里駅 ～ 琉

琉大快速線を

⾏場より南の駐

り継ぎ実証

琉大快速線

）～平成 2

は運休）

琉球大学

を乗り継ぐ

駐留軍⽤地の

証実験結果に

線」を運行

27 年 7 月 3

ぐことで 50

の跡地利⽤に向

について 

31 日（金）

円の割引。

向けた取組み

 

出典：

みの整理 

沖縄県 HP
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カ）

＜概

・平

・平

評

・同

実

活

着

検

・平

）自動走行

概要＞

平成 26 年

（SIP）「自

平成 29 年の

評価、モニ

同年の第Ⅱ

実験（公道

活用した自

着制御の実

検証等）

平成 30 年の

第Ⅲ章 

行システムの

年から内閣府

自動走行シス

の第Ⅰステ

ニター乗車、

ステップで

道上の通常の

動運転制御

実証、制御技

の第Ⅲステッ

｜ 嘉⼿納⾶⾏

の実証実験

府等が実施

ステム」に

ップでは、

ヒアリング

では、イオ

の交通環境で

御の安定性

技術・センシ

ップでは、実

⾏場より南の駐

施している戦

おける沖縄

南城市及び

グ等）

ンモール沖

での技術実

・信頼性向

シング技術

実装に向け

駐留軍⽤地の

戦略的イノ

縄県での大規

び石垣市で

沖縄ライカム

実証、準天頂

向上のための

の高度化に

た低コスト

の跡地利⽤に向

ノベーショ

規模実証実験

の実証実験

ム～宜野湾

頂衛星や高精

の実証、磁

に向けた AI

ト化技術の検

向けた取組み

ン創造プロ

験。

験（自動運転

湾マリーナで

精度 3 次元

磁気マーカに

技術活用可

検討等を行

出典

みの整理 

ログラム

転の性能

での実証

元地図を

による正

可能性の

う予定。

典：内閣府
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第Ⅲ章 ｜ 嘉⼿納⾶⾏場より南の駐留軍⽤地の跡地利⽤に向けた取組みの整理 

キ）レンタカー送迎実証実験

＜概要＞

・観光客の多くがレンタカーを利用することで那覇空港周辺が渋滞する問題を受け、

県と沖縄総合事務局が実証実験に着手。

・夏のピーク時に利用者をバスでレンタカー営業拠点に送迎する。

・送迎先を中北部のホテルや観光施設まで伸ばし、現地での乗り換えを促すルート

構築も視野に入れている。

＜県の実証実験＞

契約企業：OTS レンタカー、オリックスレンタカー、琉球バス 

実験期間：平成 29 年 8 月 18 日～8 月 31 日 

送迎先：豊見城市豊崎

特長：上記 2 社でレンタカーを予約した場合、期間限定運行している無料路線バス

に乗車することができる。

＜総合事務局の実証実験＞

契約企業：ニッポンレンタカー

実験期間：平成 29 年 7 月 14 日～9 月 16 日 

送迎先：波の上うみそら公園（臨時営業所を設置）

特長：渋滞のレンタカー送迎場所ではなく空港出口付近の専用バス乗り場から送迎

バスが出発するため、混雑に巻き込まれず乗車できる。
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